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	４月２６日、自治労は参議院選挙に対する民主党内のマニフェストの修正に対して、自治労協力国会議員団長　高嶋良充参議院議員（民主党筆頭副幹事長）への要請を行いました。

今回の修正は、衆議院選挙時に作成したマニフェストを大きく修正されるものではないことに対応して、自治労として次の３点について要請を行いました。
(1) 事業仕分けの見直しに伴う雇用・労働条件 

の確保に向けた十分な検討・対応を求める。
(2) 地域主権の確立、地方分権推進によって国
の事務事業を地方へ移譲するためには、地方
との十分な協議検討を行うとともに、権限委
譲・財源保障が必要である。
(3) 国が行う契約の適正化について、国におい 

ては、公契約法の制定を求める。

これに対し、高嶋議員は次のように述べました。
(1) について
　事業仕分け等に伴う雇用・労働条件の確保について、直接マニフェストに記載することはで
	きないが、配慮するなどの措置を考慮することはできる範囲で実施する。「雇用対策本部」（仮称）を設置するなどの検討がされている。事業仕分けに関わって、事業の廃止等に対する雇用については、対応が必要な部分も出てくる。
(2) について
出先機関の廃止等に伴う地方との協議は十分行うことになると思う。公務員制度改革に関係して、労働協約締結の付与については来年に行われる。労使交渉を実施するためには、使用者側としての「公務員庁」（仮称）を設けることは検討されている。公務員に対する批判はまだ存在している。衆議院選挙時のマニフェストに記載されている内容を上回る人件費削減が記載されることはない。
(3) について
　公契約法については、マニフェストに記載される方向で議論されていくと思われる。
上記コメントを受けて、自治労の要望にさらなる配慮を求め今般の要請を終了しました。




４月２２日～２３日、東京都・主婦プラザで、自治労安全衛生講座が開かれました。

岡本中央本部書記長は、「自分も単身赴任で体調管理が、ままならない。メンタルヘルス対策など、労働安全への取り組みは年々必要度を増している。地方の公務災害で、教師が旅行先で生徒に暴行を受け、それが元で自殺した。そのことを、上告しようとしていたが、原口大臣が決断し行わないこととなった。今までは、あり得ないこと、地方分権を推奨している」と挨拶しました。
西田中央本部法対労安局長は、「毎年５００人以上の公務員が自殺している。まずは、職場に笑顔を増やす取り組みとして、あいさつからはじめる職場のコミュニケーションづくりが必要」と述べ、５～６月に１０万人に対して実施するパワーハラスメントアンケートの協力を要請しました。

上野満雄さん（自治労顧問医）の講演では、自治体職場の安全衛生から、「１９７２年労働安全衛生法が制定されているが、うつ病は１００万人以上いる。このままでは、共済事業の悪化をまねく」と問題点を指摘されました。私たちの取り巻く職場環境は大丈夫！？　　　　（次号につづく）


	


斜里三町の皆さんと懇談　　2010.4.19

	新年度になって早や20日が過ぎようとしています。
　年齢のせいか一カ月がものすごく早く過ぎるような気がしてなりません。気持ちはまだまだ若いと思っているのですがつい先日、４月にしては気温がやたらと上がった日の夜、散歩のつもりがはや足にそしてかけ足と。自分としては春をしっかり感じながら体を動かしてみました。あたたかいことはいいことだ！心も体も軽く感じられ又明日からも頑張るぞ!!と。
　今年の2月21日に斜里３町の団体の皆さんと政策懇談会を持ち、その時雪が溶けたら現地での打ち合わせを約束し、4月17日漁協の方と
	はウトロ・斜里港の現場へ。観光協会の方とは知床峠の鹿の害や道路の現状などを現場で話し、やはり現地での話し合いは共々納得!!それにしても知床峠の頂上や道路・駐車場や方面の除雪作業、人海作戦で50人以上の人が手にスコップで高山植物を傷つけないよう高所での作業、開発局の人の説明に感心をしながらそれにしてもあの寒さと風の冷たさ、現場の皆さんはご苦労様です。私も体の芯まで冷えました。
　峠の開通は４月25日の予定だそうです。次回は農業畑作の「戸別所得補償制度」の取り組みを語りたいと思います
【日下太朗ＨＰから】

	


労働金庫 津別担当の澤田さんは毎週水曜日・本日、来ます
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さまざまな情報を伝えてくれる機関紙「自治労北海道」は、今年2000号を達成します。先の５月１日付けが199８号ですから、あと２号で2000号です。そこで、2000号を記念して「携帯電話写真コンテスト」があります。（同機関紙４月１日号にも掲載済み）


なんと！入賞者２０人に「賞品」が ドーンと当たります！！


携帯電話で撮影した、職場や家庭での『うれしい一瞬』!(^^)!  の写真を自治労北海道本部に送ってください。　（１人１枚に限ります・入賞者の作品は機関紙に掲載します。


作品に人が写る場合は必ず本人の同意を得てください）





★応募する際の注意事項★�①お名前 ②年齢 ③単組名 ④連絡先 ⑤題名 ⑥エピソード　　記入漏れは対象外になる場合があります。


※締め切りは５月１４日（金）です！





★『うれしい一瞬』の賞品★�最優秀賞　　　１人＝デジタルカメラ�優秀賞　　　　７人＝図書カード（３０００円分）�ほんわか賞　１２人＝お米券（２０００円分）





直接入力でアドレス→douhonbu@jichiro-hokkaido.gr.jp に送るか、上記ＱＲコードを、バーコード対応の携帯電話で読み取り送ってください。(^_^)/~


ＱＲコードは道本部ホームページのトップページのメニュー下にも添付されています。�














４月１日号にすでに掲載済みですが、





みんなで応募して2000号記念を盛り上げよう！














